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記

1．2025年3月期通期（2024年4月1日～2025年3月31日）の連結業績予想の修正

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

187,700 8,700 8,000 14,000 376.45

187,700 8,200 7,400 16,000 441.31

－ △ 500 △ 600 2,000

－ △ 5.7% △ 7.5% 14.3%

188,255 8,524 10,384 16,097 429.28

2．連結業績予想の修正の理由

3．2025年3月期通期（2024年4月1日～2025年3月31日）の個別業績予想の修正

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

7,500 2,500 2,200 10,500 282.34

7,700 2,700 2,300 13,000 358.56

200 200 100 2,500

2.7% 8.0% 4.5% 23.8%

7,429 2,568 3,150 12,643 337.17

4．個別業績予想の修正の理由

(注）

以  上

2025年3月期　通期業績予想の修正に関するお知らせ

　最近の業績動向を踏まえ、2024年5月13日に公表いたしました2025年3月期の通期業績予想値を下記のとおり修正しましたので
お知らせいたします。

前回発表予想(Ａ)
（2024年5月13日 発表）

　前回（2024年5月13日）発表の業績予想との比較において、営業利益および経常利益を下方修正、親会社株主に帰属する当期純
利益を上方修正しています。
　営業利益および経常利益については、産業機械部門では、マテリアル機械における受注増により、金属部門では、電気金の販
売数量増加により、増収増益となる見込みですが、北米での油圧ブレーカの需要が一服したロックドリル部門、およびユニック
クレーンの出荷が国内外ともに低調なユニック部門では、減収減益となる見込みで、全体では減益となる見込みです。
　親会社株主に帰属する当期純利益については、政策保有株式の縮減計画の実行に伴い、税金費用を見直した結果、増益となる
見込みです。

前回発表予想(Ａ)
（2024年5月13日 発表）

今回修正予想(Ｂ)

増減額(Ｂ－Ａ)

増減率（％）

（ご参考）前期実績
（2024年3月期）

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。

今回修正予想(Ｂ)

　前回（2024年5月13日）発表の業績予想との比較において、子会社からの受取配当金の増加を主因として、売上高、営業利益お
よび経常利益を上方修正しています。
　また、当期純利益についても、政策保有株式の縮減計画の実行に伴い、税金費用を見直した結果、増益となる見込みです。

増減額(Ｂ－Ａ)

増減率（％）

（ご参考）前期実績
（2024年3月期）


